
静岡県 週休２日推進工事（建築工事）積算要領 

 

静岡県週休２日推進工事（建築工事）実施要領を適用する工事の積算等は、以下による。 

 

１ 工事費の積算、契約方法等 

（１）発注者指定方式 

当初の工事費は、４週８休以上を前提に労務費を補正して算出する。 

現場閉所（現場休息）の状況を確認し、４週７休以上４週８休未満または４週６休

以上４週７休未満に該当する場合は、現場閉所（現場休息）の状況に応じて労務費を

補正して工事費を算出し、契約約款第 24 条の規定に基づき請負代金額を減額変更す

る。また、４週６休に満たない場合については労務費補正分の全てを減額変更する。 

（２）受注者希望方式 

当初の工事費は、週休２日推進に係る補正を行わずに算出する。 

現場閉所（現場休息）の状況を確認後、現場閉所（現場休息）の状況に応じて労務

費を補正して工事費を算出し、契約約款第 24 条の規定に基づき請負代金額を変更す

る。なお、４週６休に満たない場合又は受注者が週休２日の取組を希望しない場合に

ついては、変更の対象としない。 

 

２ 単価の補正方法等 

工事費の積算に用いる単価の補正方法等は以下による。 

（１）複合単価 

複合単価の労務単価は、公共工事設計労務単価（静岡県）に以下の補正係数を乗じ

て補正する。 

ア ４週８休以上（現場閉所（現場休息）率 28.5%（8 日/28 日）以上） 

 1.05 

イ ４週７休以上４週８休未満（現場閉所（現場休息）率 25％（7日/28 日）以上 28.5％

未満） 

 1.03 

ウ ４週６休以上４週７休未満（現場閉所（現場休息）率 21.4％（6日/28 日）以上 25％

未満） 

1.01 

なお、交通誘導警備員の労務単価についても同様に補正する。 

（２） 市場単価、補正市場単価及び物価資料の掲載価格等 

市場単価と補正市場単価は、建築工事積算基準等資料第４編第１章６の表Ａ－１、

表Ｅ－１及び表Ｍ－１に代えて、（１）ア、イ及びウの補正係数を用いて算出した以

下の表Ａ－１－２、表Ｅ－１－２及び表Ｍ－１－２の補正率及び以下の式により基



準単価及び基準補正単価を算出する。 

 

【新営工事の場合】 

市場単価及び補正市場単価 × 新営補正率 

【全館無人改修の場合（基準単価の算定）】 

市場単価及び補正市場単価 × 新営補正率 

【執務並行改修の場合（基準補正単価の算定）】 

市場単価及び補正市場単価 × 改修補正率 

 

なお、「基準単価」及び「基準補正単価」とは、建築工事積算基準等資料第４編第１

章７（３）による。 

 

物価資料の掲載価格（市場単価以外の材工単価）を採用する場合は、掲載価格を以

下の表の補正率を用いた以下の式により補正する。 

 

【新営工事の場合】 

物価資料の掲載価格 × 新営補正率 

【全館無人改修、執務並行改修の場合】 

物価資料の掲載価格 × 改修補正率 

 

  

 



 



 

 

（３）見積価格等を参考として定める単価 

製造業者・専門工事業者の見積価格等を参考にして単価を設定する場合は、公共建

築工事標準仕様書の施工条件（行政機関の休日に関する法律に定める行政機関の休

日に施工しないことを原則とすること 等）により見積依頼するため、当該単価は週

休２日推進に係る補正の対象としない。 

 

附 則 

この要領は令和２年４月１日から施行する。 

附 則 



この要領は令和２年７月１日以降に設計積算するものに適用する。 

附 則 

この要領は令和４年４月１日以降に設計積算するものに適用する。 


